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…訪問 …移動

記
録
・事
務

件目件目

件目

利
用
者
宅
に
自
転
車
を
止
め
て
訪
問
す
る
グ
レ
ー
ス
ケ
ア
の
ヘ
ル

パ
ー
‖
東
京
都
三
鷹
市
（
画
像
の
一
部
を
加
工
し
て
い
ま
す
）

　
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
や
充
電
式
の
掃
除
機
で
使
用

す
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
「非
純
正
バ
ッ
テ
リ
ー
」

を
使
用
中
、
発
火
す
る
な
ど
の
事
故
が
２
０
１
４
年
か

ら
の
�
年
間
で
２
３
５
件
あ
っ
た
と
し
て
、
製
品
評
価

技
術
基
盤
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
）
が
注
意
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

　
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
で
は
機
器
本
体
の
メ
ー
カ
ー
が
設
計
や
品

質
管
理
に
一
切
関
与
し
て
い
な
い
物
を
非
純
正
バ
ッ
テ

リ
ー
と
定
義
。
２
３
５
件
の
ほ
と
ん
ど
が
火
災
に
つ
な

が
り
、
周
囲
の
製
品
や
建
物
ま
で
焼
損
さ
せ
た
。
噴
出

し
た
炎
で
軽
傷
を
負
う
な
ど
の
人
的
被
害
は
�
件
あ

り
、
建
物
が
全
焼
し
た
例
も
あ
っ
た
。

　
品
質
に
問
題
の
あ
る
非
純
正
バ
ッ
テ
リ
ー
が
市
場
に

多
く
流
通
し
た
こ
と
で
、
�
年
に
事
故
が
急
増
。
８
割

近
く
が
充
電
中
で
、
使
用
期
間
が
１
年
未
満
の
事
故
が

過
半
数
を
占
め
、
１
回
目
の
充
電
中
の
事
故
も
�
件
あ

っ
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
女
性

部
久
手
支
部
は
「
皆
で
笑
っ
て
、

楽
し
い
思
い
出
づ
く
り
を
し
よ

う
！
」
を
合
言
葉
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
野
菜
や
漬
物
、
ケ
ー

キ
な
ど
を
活
動
の
た
び
に
い
ろ

い
ろ
と
持
ち
寄
り
、
情
報
交
換

す
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で

す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋

が
聞
け
る
の
も
貴
重
な
ひ
と
と

き
で
す
。
そ
の
お
か
げ
で
会
員

が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
仲

間
た
ち
の
お
か
げ
で
す
。

　
今
回
は
「
夏
に
さ
っ
ぱ
り
！

ア
ス
パ
ラ
春
巻
き
」
を
紹
介
し

ま
す
。

　
＜
材
料
・
４
人
分
＞

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
�
本
（
大
）
、

梅
の
赤
し
そ
漬
け
、
砂
糖
各
�

㌘
、
青
し
そ
、
春
巻
き
の
皮
各

８
枚
、
揚
げ
油
適
量

　
＜
作
り
方
＞

　
①
梅
は
種
を
取
り
、
細
か
く

た
た
き
、
砂
糖
を
混
ぜ
る

　
②
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
そ
れ
ぞ

れ
�
㌢
ほ
ど
に
切
り
、
ゆ
で
て

お
く

　
③
春
巻
き
の
皮
を
１
枚
ず
つ

広
げ
、
青
し
そ
１
枚
、
❶
を
８

分
の
１
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
２
本

を
入
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
巻
く
（
巻

き
終
わ
り
は
少
し
水
を
付
け
、

は
が
れ
な
い
よ
う
に
す
る
）

　
④
❸
を
油
で
揚
げ
て
出
来
上

が
り

　
＜
ポ
イ
ン
ト
＞

　
晩
酌
に
は
、
春
巻
き
に
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
と
白
菜
キ
ム
チ
、
納

豆
を
包
む
と
お
い
し
い
で
す
。

　
　
　
　
‖
隔
週
火
曜
掲
載
‖

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
女
性
部

久
手
支
部
の
渡
辺
美
紀
子
さ
ん

　居宅介護サービス　自宅で生活を続

けながら受ける介護サービス。訪問系、

通所系、短期入所、福祉用具のレンタ

ルなど、�種類がある。島根県内では

２０２２年度、５９００人が訪問介護サービス

を使い、生活支援や身体介護を受ける。

短期入所は２６７３人、通所介護は７１８３人、

福祉用具のレンタルは１万４１２７人が利

用している。

　
７
月
中
旬
、
人
口
約
�
万
人
の

東
京
都
三
鷹
市
で
訪
問
介
護
な
ど

を
手
掛
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
グ
レ
ー
ス

ケ
ア
」
の
女
性
ヘ
ル
パ
ー
（
�
）
が

事
務
所
を
出
発
し
た
。
同
市
は
松

江
市
と
人
口
が
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、

面
積
は
�
分
の
１
ほ
ど
。
電
動
自

転
車
で
街
路
を
右
へ
左
へ
と
曲
が

り
な
が
ら
約
�
分
、
訪
問
介
護
の

利
用
者
宅
に
着
い
た
。

　
利
用
者
の
女
性
（
�
）は
重
度
の

身
体
障
害
で
７
年
間
寝
た
き
り
の

状
態
と
い
う
。
ヘ
ル
パ
ー
は
慣
れ

こ
う
く
う

た
手
つ
き
で
た
ん
の
吸
引
や
口
腔

ケ
ア
な
ど
を
こ
な
し
た
。
そ
の
間
、

薬
局
へ
行
っ
た
夫
（
�
）は
「
十
分

な
ケ
ア
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
」

と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
グ
レ
ー
ス
ケ
ア
の
ヘ
ル
パ
ー
の

移
動
は
１
軒
２
～
３
㌔
。
事
業
所

に
は
、
働
き
た
い
曜
日
や
時
間
を

指
定
で
き
る
登
録
ヘ
ル
パ
ー
や
事

務
な
ど
、
多
様
な
働
き
方
の
職
員

が
２
０
０
人
ほ
ど
い
る
。

　
同
じ
エ
リ
ア
に
は
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
住
宅
に
併
設
す
る
訪

問
介
護
事
業
所
も
あ
り
、
グ
レ
ー

ス
ケ
ア
よ
り
さ
ら
に
効
率
良
く

回
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
所
も

あ
る
。

　
グ
レ
ー
ス
ケ
ア
に
は
、
同
一
建

物
を
訪
問
す
る
大
手
事
業
所
か
ら

仕
事
が
回
っ
て
く
る
こ
と
も
あ

る
。
依
頼
内
容
は
、
報
酬
が
低
い

生
活
援
助
か
身
体
介
護
で
も
大
変

な
入
浴
介
助
。
グ
レ
ー
ス
ケ
ア
の

柳
本
文
貴
代
表
（
�
）
は
「
小
さ
な

事
業
所
は
割
を
食
う
」
と
話
す
。

都
会
の
事
業
者
は
競
い
合
い
で
決

し
て
楽
で
は
な
い
も
の
の
、
大
手

で
も
賄
い
き
れ
な
い
ほ
ど
需
要
が

あ
る
こ
と
を
物
語
る
。

　
そ
れ
だ
け
に
、
人
手
不
足
は
深

刻
だ
。
人
口
�
万
人
の
東
京
都
世

田
谷
区
で
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
わ
か
ば
」
は
、

ヘ
ル
パ
ー
不
足
の
た
め
、
利
用
者

を
最
大
�
人
か
ら
十
数
人
に
絞

り
、
つ
い
に
６
月
末
で
サ
ー
ビ
ス

を
終
了
す
る
意
向
を
固
め
た
。

　
近
隣
事
業
所
へ
の
引
き
継
ぎ
が

滞
り
、
当
面
は
続
け
る
こ
と
に

し
た
も
の
の
、
辻
本
き
く
夫
理
事

長
（
�
）
は
「
登
録
ヘ
ル
パ
ー
が
１

人
見
つ
か
れ
ば
奇
跡
に
近
い
」

と
話
す
。

　
事
業
縮
小
の
理
由
は
人
手
不
足

だ
け
で
は
な
い
。
２
０
２
４
年
の

介
護
報
酬
改
定
で
訪
問
介
護
の

基
本
報
酬
が
２
～
３
％
引
き
下

げ
ら
れ
た
こ
と
も
一
因
。
辻
本
代

表
は
「
訪
問
介
護
は
稼
げ
る
仕
事

で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
」
と

こ
ぼ
す
。

　
介
護
報
酬
の
改
定
で
は
、
賃
上

げ
に
努
力
す
る
事
業
所
に
加
算

し
、
結
果
と
し
て
全
体
で
は
１
・

�
％
の
プ
ラ
ス
の
設
計
に
な
っ
て

い
る
、
と
い
う
の
が
厚
生
労
働
省

の
言
い
分
だ
。
だ
が
中
山
間
地
域

で
は
都
会
よ
り
も
サ
ー
ビ
ス
提
供

が
非
効
率
な
た
め
、
影
響
は
よ
り

大
き
い
。

　
人
口
約
４
４
０
０
人
の
島
根
県

飯
南
町
で
、
唯
一
の
訪
問
介
護
事

業
所
を
運
営
す
る
同
町
社
会
福
祉

協
議
会
。
訪
問
介
護
部
門
の
赤
字

を
他
事
業
で
補
っ
て
き
た
が
、
�

年
度
は
施
設
系
や
通
所
の
サ
ー
ビ

ス
も
赤
字
に
。
�
年
度
か
ら
の
赤

字
額
の
累
積
は
１
４
５
０
万
円
に

な
っ
た
。

　
利
用
者
の
介
護
度
が
上
が
る

と
、
在
宅
介
護
で
は
な
く
、
小
規

模
多
機
能
ホ
ー
ム
や
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
る
流

れ
が
で
き
て
い
る
。
こ
の
た
め
訪

問
介
護
事
業
者
へ
の
ニ
ー
ズ
も
身

体
介
護
よ
り
報
酬
単
価
が
低
い
生

活
援
助
が
半
数
超
を
占
め
、
利
用

者
の
介
護
度
も
「
要
支
援
」
が
多

く
な
っ
た
。

　
社
協
の
試
算
で
は
、
片
道
�
㌔

離
れ
た
要
支
援
の
利
用
者
宅
を
月

４
回
訪
問
し
た
場
合
、
基
本
報
酬

に
処
遇
改
善
加
算
や
条
件
不
利
地

に
上
乗
せ
さ
れ
る
特
別
地
域
加
算

を
加
え
た
収
入
か
ら
、
賃
金
や
通

勤
手
当
、
燃
料
費
な
ど
の
支
出
を

引
く
と
、
１
３
８
０
円
の
赤
字
と

な
る
。
行
け
ば
行
く
ほ
ど
、
こ
れ

が
広
が
る
計
算
と
な
る
。

　
社
協
の
景
山
知
充
事
務
局
長
は

言
う
。
「
民
間
事
業
者
で
あ
れ
ば

撤
退
し
て
い
る
。
だ
が
社
協
と
し

て
サ
ー
ビ
ス
を
や
め
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
」

　
最
後
の
と
り
で
、
と
い
う
責
任

感
が
地
域
を
支
え
る
。
だ
が
事
業

者
を
取
り
巻
く
環
境
が
好
転
し
な

い
中
、
ど
こ
ま
で
も
つ
か
は
見
通

せ
な
い
。

　�くらし����年（令和６年）�月�日（火曜日）（第３種郵便物認可）


